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まえがき

画像処理関連の研究開発を学生の頃

から続けています．現在は研究所で開

発中のテレワークシステムのモニタを

しつつ，画像処理部分の課題解決を中

心に，システム改善をしています．

社会人生活の中では，女性特有のライ

フスタイル変化も経験しました．仕事

を続けるにはいくつかの課題がありま

したが，何とか乗り越えながら続けて

います．

今回は，画像処理研究の面白さ，ラ

イフスタイルの変化に対しても仕事を

続けることができた理由，その理由の

一つである開発中のテレワークについ

て書きたいと思います．

小さい頃

私は，小さい頃から，視覚を通して

ものごとを理解したり感じたりする傾

向があり，黒板や掲示板に書いてある

ことを写真を撮るように自然に覚えて

いることが多かったです．親へのお土

産のリクエストはいつも絵葉書で，綺

麗な情景の写真集や絵葉書をよく眺め

ていました．ピアノや数学も好きでし

たが，ピアノの課題曲は情景をイメー

ジしてよく弾いていましたし，数学も

図形にして考えました．言葉にして説

明するのが苦手な私は，頭の中にある

イメージや図をそのまま相手に伝えら

れたらいいのに，と思うこともありま

した．

また，気になるものを分析し，工夫

やオプションを加えて再現することに

も興味がありました．保育園の先生か

ら貰った口がパクパク動く折り紙のカ

ラスの仕組みが気になって，元に戻せ

なくなる不安を感じながらこわごわ分

解し，試行錯誤しながら再現方法を

探ったことが一番古い記憶です．この

時は，大きさの違う折り紙を使いカラ

スの親子を量産し，そこに食事ごっこ

用のツールも加え，友達に配って一緒

に遊びました．

大学時代

大学の進路で工学部を選んだのは，文

系より理系の職業に進もうと思ってい

たことと自分が工夫して作ったものを，

誰かが使って喜んでもらえたらという

経験に紐づく想いがあったからです．

大学4年で希望通りの画像処理や最

適化問題を扱う研究室に配属されまし

た．画像処理の研究室を希望したのは，

その当時はまだ珍しかったデジカメ写

真の加工を通し，写真の綺麗さの裏に

ある法則に興味を持ったからです．視

覚的な特性を利用した画像圧縮の仕組

みも面白いと思いました．

研究室に配属された当時は遊び優先

の時期もありましたが，徐々に研究ア

イディアを考えるのが面白くなり，実

験をプログラミングしては実行して帰

り，次の日にワクワクしながら結果を

確認する日々を送りました．研究室で

は私以外は全員男性でしたが，研究内

容を気軽に議論できる良い環境でし

た．議論では男女の研究アプローチの

差があるなと感じながらも，議論から

私の論理の不足に気づかされ追加実験

のヒントをもらうこともありました

し，私の研究アイディアに対し「主婦

の知恵みたいな研究アイディアが多い

ね」と言われることもありました．一

方で，私の観点で気づいたことを話し

て，それをもとに研究を進める研究仲

間もいました．個人差はありますが，

身近な人や物をよく観察することから

発想することは，女性の方が得意な人

が多いと感じましたし，綿密な理論を

組み立てて説明・実現するのは男性の

方が得意とする人が多いと感じまし

た．お互いに刺激になっていたと思い

ます．

私は，主婦の知恵的研究アイディア

と指導教官・博士課程の先輩のおかげ

で，大学院修士課程2年の時に，イタ

リア，アメリカ，ドイツ等の国際学会

で発表し，見聞を広めることができま

した．論文も採録され，遊びに研究に

充実した大学生活を送りました．

新研究の立ち上げ

入社してからも，主に画像処理関係の

仕事に携わってきました．研究，開発，

研究成果を使ったWebアプリやゲーム

機を一般公開するなど，さまざまな経

験ができました．その中で，新たな研

究テーマをいつも探していました．

入社して4，5年経った頃，前から構

想を練っていた写真のコマ割りの研究

を立ち上げました．これは，デジカメ
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で撮った大量の写真を見栄えよくコ

ミック様に順序を保って自動的にレイ

アウトする技術です．写真の撮影時間

順を保って漫画のようにレイアウトす

るので，写真中のイベントを辿りやす

い特徴があります．写真群からの主要

写真自動選定技術や，写真の重要領域

自動指定技術など，未成熟な要素技術

の研究テーマもあり，やりがいもあり

そうだったことや，レイアウトによる

見栄えの良さから訴求力もあるだろう

と考え，他にも立ち上げたい研究テー

マはありましたがコマ割りに決めまし

た．また，ビデオや写真の加工・アッ

プロードは，数年以内に大流行するの

ではないか，個人の写真やビデオをつ

かむことは顧客の心をつかむことにな

るだろうという考えがあり，この研究

を出発させました．

この研究テーマ設定は，関連研究者

にも女性がいることから，今思えば女

性も興味を持ちやすいテーマだったの

かもしれません．個人的には，小さい

頃から言葉で伝えるのに苦手意識が

あった私でも，レイアウト画像1枚で

ストーリーを人に伝えやすくなること

や，パッと見で流れを理解し覚えられ

ることに魅力を感じました．将来子供

を持てたら，これでアルバムを作りた

いとも思いました．

テーマ設定当初，入力ビデオや入力

写真群に対して出力レイアウトイメー

ジを手動で作成し周囲に新研究立ち上

げを提案していた時には，それを自動

的に行う良い方法はまったく思いつき

ませんでした．ただ，粘り強く考え続

ければ解けるはず，という感覚はあり

ました．それは，小さい頃から，数学

の問題を2，3週間粘って考えると，

習ってない範囲の問題でも解き方をひ

らめくことが多かった経験が基になっ

ています．

昼夜を忘れて考え，研究に没頭しま

した．論文を調査し，手法を考え続け

るのは，社会人生活の中で最もワクワ

クした時間でした．研究のことばかり

考え，数週間後に初めて出てきた半自

動レイアウトの結果は，予想以上の見

栄えでとても嬉しかったです．その後

も手法考案や既存技術を導入しなが

ら，写真選択から自動切り抜きまで全

自動化を検討しました．以前から興味

のあった綺麗に見える写真の構図の法

則やレイアウトの法則も反映させ，満

足いく見栄えのレイアウトが全自動で

生成できるようになりました．以前は

アナログでしか捉えていなかった写真

を，色・明るさ・形などの数値として

扱うことで，プロのカメラマンやデザ

イナのように，見栄えのする表現に簡

単に加工ができる，その手法を考えら

れることを楽しく感じました．掲載写

真は結婚式を全自動で左上からレイア

ウトしたものです．会場，入場，指輪

交換…集合写真と，イベントの順序を

辿って振り返ることができます．

妊娠トラブルと仕事の両立

私が結婚したのは31歳，出産した

のは36歳です．コマ割りの研究開発

と並行するその間，妊娠トラブルも何

度かあり，不妊治療にも通いました．

「仕事を辞めるか」，「不妊治療を辞

めるか」の選択をせず，仕事を続けな

がら，通院ができたのは，会社の制度

と，会社の上司や同僚に恵まれていた

からだと思います．会社の制度には，

フレックス勤務，部分在宅勤務，時間

シフト勤務，時間単位で取得可能な年

休などがありました．上司は，予定の

立てにくい不妊治療に通うことに理解

を示してくれました．サポートしてく

れたことを皆に感謝しています．

治療中や育児中など，他の人と同様

に働けないときに感じる申し訳なさ

は，皆が感じることだと思います．仕

事か治療を辞めた方がよいのではない

かと思うこともありました．しかし，

その中で力を尽くし，後に続く人達や

お世話になった人たちに何等かの形で

返し，経験を生かした成果も出せれば，

と思います．

テレワークで育休から復帰

育休中，夫が東京から長野へ転勤し

ました．職場復帰時には，退職か別居

かの選択をしなければと悩んでいまし

た．タイミング良く，研究所で開発中

の「顔の見えるテレワークシステム」の

開発者兼モニタとして職場復帰するこ

とができました．現在私は毎日，埼玉

にある研究所から離れた長野にある自

宅で仕事をしています．実際に出社す

るのは月に2度ほどで，この働き方を

初めて1年半ほどになります．

在宅勤務では，「在宅者の孤独感」，

「管理しにくさ」，「コミュニケーショ

ン不足」が解決しにくい課題として挙

げられます．私が利用しているシステ

ムでは，会社のオフィスと自宅間で映

像と音声を常時接続することで，これ

らの課題をある程度解決できます．ま

た，映像は画像処理技術を使い上半身

を検出し，オフィス背景を合成する機

能もあるので，自宅が散らかっていて

も会社側には見えずプライバシーを保

護できます．一方，オフィスにいる人

は，一緒に仕事をしていると感じたり，

話やすかったりするそうです．
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画像処理とテレワークの研究開発に携わって

結婚式の写真の自動レイアウト結果
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このシステムを利用する前は，「常

時接続？ 監視感が強いのではない

か？」と想像していましたが，研究所

という環境からか，監視感はありませ

んでした．感じ方は職場や人によって

違う様ですが，私は「映像を見ていつ

でもお互い気軽にコミュニケーション

が取れる点」，「オフィスにいる同僚を

見てモチベーションがあがる点」にメ

リットがあると，使い始めたその日に

感じました．しかし，開発中のシステ

ムを多くの人に使ってもらうためには

他のモニタの意見も重要なので，アン

ケート結果から新たに発生した監視感

等の課題を抽出し対応を検討し，UIや

画像表示ですぐに解決できる箇所を改

善しました．ここで改善や追加をした

機能の多くは私も欲しいと感じていた

機能でしたが，女性に好評な一方で男

性はあまり使用しておらず，男女差が

大きいことに驚きました．

1年半このシステムを使って感じた

のは，遠隔地で終日勤務をしていても

会社やグループへの帰属感・チーム

ワーク感を持ち続けられるということ

でした．オフィスで自然発生的に起こ

る会話やイベントの雰囲気がわかり，

時に参加できるからだと思います．比

較実験のため，このシステムなしでテ

レワークをした時は，テレビ会議以外

の場所で起こる会話がわからず情報音

痴になり，不安が募り，徐々に会社へ

の関心が薄れていくのを感じました．

また，仕事の優先度がわからなくなり，

無駄な作業をしてしまうことも増え，

コミュニケーションが不足すると業務

の効率も落ちやすいと感じました．

コミュニケーション不足や管理面が

理由でテレワーク導入をためらってい

るケースや在宅日数が多いケースで

は，オフィスにいる感覚でコミュニ

ケーションができる「顔の見えるテレ

ワークシステム」は有効だと考えてい

ます．

現在，システム特有の課題に対し画

像処理を用いて解決にあたっています．

育児（保育園1，2年目）と
仕事の両立

娘が一歳半で職場復帰しました．育

休から復帰して研究所の同僚と議論

し，メンバの研究内容を聞きながら，

「やっぱり仕事をするのは知的刺激が

多くて面白い！ 復帰できて良かっ

た！」と感じました．

1年目に育児と仕事の両立で問題に

なったのは，こどもが月の半分は保育

園に行けないことでした．民間の病児

保育は空きが少なく，そうでない病児

保育は毎日病院で診断書を書いて貰う

など利用に手間と時間がかかって，充

分に活用はできませんでした．その中

で，娘が病気の時は，規定範囲内で時

間シフト勤務を上司と相談しながら利

用することで仕事ができました．時短

かつ在宅勤務のおかげで，仕事を諦め

ることなく何とか働き続けられたと

思っています．

保育園2年目の今，娘はほとんど保

育園に行けるようになりました．育児

も仕事も面白いですが，ストレスを感

じる時は互いがストレス解消になって

おり，充実した毎日を送っています．

保育園の迎えの時間になると，「もっ

と仕事がしたい」と思いつつ切り上げ

ます．娘を迎えに行った後は，私の体

をアスレチックにして笑って遊ぶ娘を

構いつつ，一緒に料理や家事をして過

ごし，あっという間に寝る時間になり

ます．朝，娘とバイバイした頃には

「やっと仕事できる！」と気力が充ちて

います．毎日この繰り返しです．

これまで私は，共働き家庭だと，何

でもテキパキこなし，体力，能力に優

れ環境にも恵まれたスーパーママさん

がいるイメージがありました．私は体

力的にそれほど強くないですが，充実

した生活を送れているのは，食洗機な

どの家電や，在宅勤務のおかげで，時

間をセーブできるからだと感じます．

小さい子を持つ共働き家庭は特に，家

族の健康を保ちつつ，育児と仕事を両

立できるように，両親ともに柔軟な働

き方ができるようになればと思います．

テレワーク普及に向けて

私は在宅勤務含めて，テレワーク全

体をもっと普及させたいという思いを

持って日々働いています．それは，私

自身が妊活や育児で経験したことから

も，テレワークには，他の制度と併せ，

働き方に悩みを持つ人（制約と仕事の

両立）の解決に非常に有効な手段にな

ると日々実感しているからです．働く

中でのライフスタイルの悩みは，家族

との生活（育児，介護，看護），治療

（通院），静養の必要性（疲労，妊活等）

などさまざまだと思います．

画像処理技術を利用して自分の働く

環境を整えるツールを作りつつ，これ

からの女性の働く環境を整える仕事，

女性に限らず働き方を改善できる仕事

に携われることに非常にやりがいを感

じています． （2016年7月30日受付）

輝け！ リケジョ：（第31回）明堂絵美

遠隔から朝礼に毎日参加


